
世界史B　12 ローマ(1)　　　　　	


1,共和政ローマ  	



・ローマ(ラテン)人---B.C.1000年までに（　　　　　　　)1半島中西部へ	


　　　　　　┏先住（         　　　      )2人---トスカナ地方を中心。最盛期B.Ｃ.7~6世紀。                 	


　　　　　　┗ギリシャの植民都市=タレントゥム(イタリア半島南端)、シラクサ(シチリア島)など	


・ローマ都市国家---B.C.7世紀末=753年(伝承)=ティベル川沿いに建国。伝説の王(　　　　　 　　)3	


B.Ｃ. 509年(?) ローマ人がエトルリアの王政を倒し「貴族共和政=レスプブリカ」に移行。	


　　┏(　　　　　　　)4=パトリキと（　　　　　　　)5=プレブスの二階級	


　　　　　　　　　　　　　　　　     →市民権なし。兵役、納税の義務。農民。歩兵。	


　　┣(　　　　　　　)6セナトゥス--立法。貴族の長老300人。終身。	


　　┗(　　　　　　　)7コンスル　--行政。2名、任期1年。	


　　　　　　　　　→非常時は（　　　　　　　)8=ディクタトルに。1人。半年。全権委任。	


!
B.Ｃ.494年（          　　　 )9事件---平民が近郊の聖山モンテサクロに立てこもる  	


　　　　→設置（　　　　　　　)10---平民の要求をまとめる。後にその決議は法と同じ効力を持つ。	


　　　　　　　（　　　　　　　)11---平民の利益を守る。元老院に対し拒否権を持つ。	


B.Ｃ. 451年（　　　　　　)12法  ---十二銅版法ともいう。ローマ初の成文法。	


　・慣習法を成文化→身分法・家父長制の内容。	


　　┏貴族と平民の結婚を禁止→B.Ｃ.445年に廃止（カヌレイウス法）	


　　┗債務(　　　　　　)13を認める。子供→親の奴隷と同じ立場。親の都合で売買される。	


B.Ｃ.367年 リキニウス =セクスティウス法  ---護民官リキニウスらによる。	


　　┏コンスルのうち1名を（　　　　　　)14から選ぶ。	


　　┣1人500ユゲラ以上の土地所有を制限。（1ユゲラ＝0.27ヘクタール）	


　　┗債務奴隷の廃止。（　　　　　　)15の帳消し。	


B.Ｃ.287年 ホルテンシウス法  	


　　・(           　　　　 )16の決議⇒元老院の承認を得ないでも法律になる。	


　　　　→貴族と平民がほぼ対等に。平民の重裝歩兵→ローマ軍の中核に。	


!
2, ローマの対外発展  	



B.Ｃ.343年~290年  サムニウム戦争→中部イタリアを支配。	


B.Ｃ.282年~272年  ピュロス戦争---タレントウム(最南端)を占領→イタリア半島統一。	


　　　百以上の都市を(　　　　　　　)17市=コロニア、同盟市、自治市に分け分割統治。	


　　　植民市--完全な市民権　同盟市--参政権なし。納税、兵役あり。自治市--市民権なし。兵役あり。	


B.Ｃ.264年~146年（      　　       )18戦争  ----ローマ対カルタゴの戦争。	


　　┏第1回（B.Ｃ.264年~241年）---シチリアの都市アグリジェントを陥落させ、シチリア獲得。	


　　┣第2回（B.Ｃ.218年~201年）カルタゴの名将（　　　　　　　　)19=B.C.246~183	


　　　　　　　イスパニア総督。イスパニアから戦象を伴いアルプスを越えイタリアへ侵入。	


　　　　　　　B.Ｃ.216年（　　　　　　　)20の戦いでローマ軍を破る。  	


　　　　　　　ローマの将軍大スキピオ(B.C.235~183)がカルタゴ攻撃。	


　　　　　　　B.C.202年北アフリカの(　　　　　　　)21の戦いでカルタゴに勝利。イスパニア獲得。	


　　┗第3回（B.Ｃ.149年~146年）ローマは小スキピオ(B.C.185~129)を送り、カルタゴを滅ぼす。	


B.Ｃ.148年　(　　　　　　　)22諸都市及びマケドニアを征服。	


B.Ｃ. 63年   セレウコス朝シリアを征服。ポンペイウスによる。	


!

B.Ｃ.58~51年 カエサル(B.C.100ころ~44)の(　　　　　　)23遠征。	


　　　　　　　　　　　　　　　　現フランス。ケルト系ガリア人が居住。「ガリア戦記』(カエサル著） 	


B.Ｃ.31年 アクティゥムの海戦	


　　　オクタウィアヌスがアントニウスとエジプト王[　　　　　　　　　]24を破る。	


　→B.Ｃ. 30年プトレマイオス朝滅亡。→ローマによる「地中海世界」統一。	


!
大土地所有制=ラティフンディウム=と奴隷制の展開  	


　征服地---(　　　　　　)25=プロウィンキアとする。（　　　　　　)26=プロコンスルを派遣。	


　土地→貴族・商人の手に。	


　　┏(　　　　　　　)27=主に戦争捕虜=を使って商品（オリーブ、ぶどうなど）生産。	


　　┣(　　　　　　　)28----エジプトなどの属州からローマへ輸入。安価な作物の流入。	


　　┣大土地所有制の発展。イタリア半島全体も2000人の地主の手に。	


　　┣従来の「自由農民」が没落。浮浪・隷属化し、奴隷となる。	


　　┗「(　　　　　　)29請負人」が属州からの搾取を行う。	


　奴隷制の発展	


　　・B.Ｃ.4世紀　「家内奴隷」4万人ほど→B.C.1世紀「(　　　　　　)30奴隷」数百万人	


　　・総人口400万人のうち、150万人が奴隷。2000~3000人の奴隷を所有する貴族も。	


　⇒（　　　　　　　)31派=オプティマテス　と　平民派=ポプラレス　の　抗争	


　　　　　貴族・富裕層(新貴族ノビレス)　　　　　　　下級貴族・平民

・聖山　・徴税　・総督　・穀物　・生産　・利息　・植民　・属州　・閥族　・奴隷(2)　	


・貴族　・平民(2)　・平民会(2)　・元老院　・十二表　・護民官　・独裁官　・執政官　	


・ザマ　・ポエニ　・ガリア　・ロムルス　・カンナエ　・カルタゴ　・ギリシャ　・イタリア　	


・エトルリア　・ハンニバル　　

ロムルスとレムス

エトルリア人の夫婦の棺 フォロロマーノ(ローマ)

ハンニバル カルタゴの遺跡


